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研究成果の概要（和文）： 
 野生動物による農林業被害軽減を目的として、土地利用形態などの環境要因と捕獲数ま
たは被害発生状況との関連を解析した。捕獲数はシカで森林、イノシシで農地が多い傾向
にあり、動物種によって捕獲が実施されている土地の利用形態が異なった。林業被害の有
無とシカの捕獲数には正の相関があり、被害発生に応じて捕獲が実施されていると推察さ
れた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 For the purpose of reduce the damage to agriculture or forestry by wildlife, we 
analyzed the relationship between environmental factor like land use and capture 
number or the damage situation. Capture number tends to increase forestry for sika 
deer and agriculture for boar. Occurrence of the damage to forestry was positively 
correlated with capture number of sika deer.  
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１．研究開始当初の背景 
 近年、野生動物による農林業被害の増加は
非常に大きな問題となっている。このような
被害に対する政策上の管理手段として、ⅰ）
個体数調整、ⅱ）被害防除、ⅲ）生息地管理
があげられている。しかし、現在行われてい
る野生動物による被害管理は、一時的な有害
駆除や被害防除に終始し根本的な解決に至
らない例が散見されており、新たな視点から

被害対策を講じる必要に迫られている。 
 リスクマネジメントの概念は、化学物質の
影響評価などで一定の成果を上げており、水
産資源管理への適用も試みられている。この
概念はリスクとして望ましくないことが起
こる可能性を定量的に評価できるため、野生
動物の問題に対しても保護と被害といった
両極端のリスクを同一線上の課題として取
り扱うことが可能となる。また、野生動物の
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保護管理計画の策定に際しては、不確実性や
環境変動を考慮する必要があるため有効な
手段となりうる。生態リスクマネジメントを
野生動物の農林業被害評価に適用すること
で、被害原因を明確にし適切な管理手法を構
築できると考えられる。 
 北海道では、増加し続けるエゾシカによる
被害に対処するため、生態リスクマネジメン
トの基本手順に基づき、順応的管理方法を取
り入れた保護管理計画を策定した。この計画
では、将来的に資源としての有効活用を進め
ることも視野に入れられている。また、生態
リスク評価の観点から、地形や土地利用など
空間的要素を変数とした被害評価も行われ
ている。しかし、野生動物の生息状況に大き
く影響する採食食物の分布や養分含量など
の栄養的要因を考慮した評価はほとんど行
われていない。従来の空間的要素に加えて栄
養学的要素を組み込んだリスク評価を行う
ことで、より実態に即した被害原因の明確化
が可能になると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では野生動物の農林業被害を評価
する手法を検討し、被害発生に対する捕獲の
実施に影響する要因を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 栄養的評価方法の検討 
 岐阜県下呂市の岐阜大学附属演習林内を 4
つの植生（天然林、人工林、極相林、河畔林）
に区分した（図 1）。植生区分毎に下層植物の
現存量およびエネルギー含量を測定し、シカ
の利用できる養分含量を推定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.植生区分図 

(2) 捕獲数との関連 
 栃木県を対象として国土地理院および環
境省など公的機関が蓄積している植生や土
地利用、地形、気象などの環境情報を収集し
た。あわせて、栃木県内における平成 18年
度のシカおよびイノシシの捕獲数を収集し
た。全てのデータは、国土地理院による標準
地域メッシュの第 3次地域区画（以下、1km
メッシュ）の単位で集計した。これら既存の
環境情報データと捕獲数との関連について 
R（一般線形化モデル(GLM)R2.12.0）を用い
て解析した。 
 
(3)林業被害との関連 
 栃木県において、(2)と同様の環境情報を
標準地域メッシュの第 2次地域区画の 4分の
1 に相当する区画（以下、5km メッシュ）の
単位で再集計した。あわせて、シカによる林
業被害の有無を 5kmメッシュ毎に調査し、環
境情報および捕獲数と林業被害との関連に
ついて解析評価を行った。解析は、R（共分
散構造解析(SEM)R2.12.0）を用いた。 
 
４．研究成果 
(1) 栄養評価方法の検討 
 下層植物の現存量は、植生区分も冬に少な
い傾向にあったが、河畔林以外の植生区分で
は季節による変動は小さかった。河畔林の下
層植物はスゲやハイイヌガヤ、シダであり、
それ以外の植生では、ササが下層植物の 90％
以上を占めていた（図 2）。植物種毎に測定し
た総エネルギー含量は、14～18MJ/gDMの範囲
であった。単位面積あたりの総エネルギー含
量は現存量と同様に冬に少なくなる傾向に
あった（図 3）。 
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 飼育アカシカのエネルギー要求量は代謝
体重あたり 0.73MJ/日と報告されており、エ
ゾシカにおいてもほぼ同程度であることが
示唆されている。本研究で得られた総エネル
ギー含量とシカの養分要求量から生息可能
頭数を推定することで、農林業被害軽減のた
めの管理計画の策定に役立つものと考えら
れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.総エネルギー含量（MJ/m2） 

 
(2) 捕獲数との関連 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4.栃木県における森林率およびシカ捕獲数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5.栃木県における農地率およびイノシシ捕獲数 

 栃木県における土地利用として、森林率お
よび農地率を 1kmメッシュで図示し、平成 18
年度におけるシカおよびイノシシの捕獲数
を加えたものを図 4および 5 に示した。 
それぞれの種における捕獲数は土地利用

と関連がみられ、シカの捕獲は森林率の高い
区画、イノシシの捕獲は農地率の高い区画で
実施されている傾向にあり、被害対策として
捕獲が実施されていることが示唆された。 
 捕獲数と環境情報データとの一般線形化
モデルによる解析結果を図 6 に示した。シカ
の捕獲数は、農地率が低く最深積雪深が浅い
区画で多かった。シカの被害は森林で発生す
ることが多いことから、農地率の高い区画で
の捕獲数が少なかったと考えられる。また最
深積雪深が浅い区画での捕獲が多かったの
は、積雪量が多いと捕獲作業の実施に多大な
労力が必要となるためと推察された。したが
って、今後被害軽減のための捕獲を実施する
場合は、環境要因に影響されない捕獲技術の
確立などが必要と考えられた。 
 一方、イノシシの捕獲数は、森林率や農地
率といった土地利用形態に影響されており、
平均標高や最深積雪深などの環境要因の影
響はほぼ 0に近かった。このことから、農地
などで発生する被害状況に応じた捕獲が実
施されており、地形などの環境要因による捕
獲作業への影響はほとんどないと考えられ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 6.解析結果 

 
 
(3)林業被害との関連 
 共分散構造解析による解析結果を図 7に示
した。平均気温と傾斜角は不適合であったた
め、モデルから除外した。 
土地利用には標高が影響しており、森林率

が高いところほど標高が高かった。最深積雪
深は林業被害率に大きな影響はなかった。 
シカによる林業被害は、捕獲数と正の相関

を示した。以上のことから、シカの捕獲は被
害が発生した場合に実施される傾向がある
ものと考えられた。 
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図 7.解析結果 
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alt_ave：平均標高 

agriculture：農地率 

forest：森林率 

depth_max：最深積雪深 

sika_H18：シカ捕獲数 

damage：林業被害の有無 


